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落 石 防 護 柵 詳 細 図 １ S=1:50

支柱間隔　3000

注：既設防護柵の内周りとなるため若干の延長修正が

必要となる場合は、支柱間隔Wは、３ｍ≧W　とする事。
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落石防護柵基礎コンクリート

砕石基礎

注：基礎目地は既設擁壁目地に出来るだけあわす事。

施設落防支柱は500程度残存させて基礎止めとする。
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注：基礎目地は既設擁壁目地に出来るだけあわす事。
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差筋D19＠300　L=500　9本

既設落防支柱は500程度残存させて基礎止めとする。

差し筋 D 1 9

基礎コンクリート　69.5m

落居防止柵　69.0m

9 * 2 2 = 1 9 8本
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2 0 本
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0 . 8 5 * 2 * 6 9 . 5 = 1 1 8 . 2ｍ2

0 . 4 * 6 9 . 5 = 2 7 . 8ｍ2
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支柱間隔　3000

注：既設防護柵の内周りとなるため若干の延長修正が

必要となる場合は、支柱間隔Wは、３ｍ≧W　とする事。
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注：基礎目地は既設擁壁目地に出来るだけあわす事。

落 石 防 護 柵 詳 細 図 ２

基礎コンクリート　145.0m

落居防止柵　144.0m

注：既設防護柵排土口に合わせるように2箇所設置する。
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